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著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。

まえがき 

この規格は，産業標準化法に基づき，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本

産業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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外挿方法による管体形状にした 

熱可塑性プラスチック材料の 

長期静水圧強度の求め方 

Plastics piping and ducting systems-Determination of the long-term 

hydrostatic strength of thermoplastics materials in pipe form by extrapolation 

 
序文 

この規格は，2012 年に第 2 版として発行された ISO 9080 を基に，技術的内容及び構成を変更すること

なく作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

0.1 一般 

標準外挿方法（SEM: Standard Extrapolation Method）は，管体形状（Pipe form）にした材料の長期静水圧

強度評価に使用することを目的にする。圧力管の配管系の製品規格には，その用途に応じて使用する材料

の物理的又は力学的特性に関する規定の要求事項がある。この規格に記載する標準外挿方法は，長年の経

験によって問題なく運用されている，プラスチック材料で製造された管路の設計応力，許容圧力を規定す

る既存の方法の否定，又はその方法によって照査された材料からなる管路の不適合化を目的とするもので

はない。 

注記 材料の長期静水圧強度評価の際，管体形状を用いる理由については，附属書 JA を参照。 

附属書 A 及び附属書 B に記載される標準外挿方法に使用する解析ソフトウェアが開発されてきた。

Windows ベースのプログラムが市販されている（附属書 E 参照）。これらのソフトウェアの使用が望まし

い。 

0.2 原理 

プラスチック材料の圧力管への適合性は，想定された使用条件（例えば，温度）を考慮に入れ，供試管

の試験から得る静水圧条件下の長期性能によって照査される。一般に，設計を目的とした場合，この性能

は，使用材料によって成形されたプラスチック管がもつ，内部加圧媒体を水とした周囲温度 20 ℃条件で，

50 年間耐えることが期待可能な静水圧（円周）応力［Hydrostatic (hoop) stress］によって表す。このとき，

外部試験媒体は，水又は空気でもよい。この方法で，全ての耐用年数が示されるわけではない。例えば，

使用条件によっては，50 年よりも短い設計年数，又は 20 ℃より高い使用温度の各条件，場合によっては

双方の条件，それぞれの静水圧強度値を求める。この規格に定めた方法は，それぞれの条件での強度推定

に必要な要求事項を満足するように設計されている。得られた結果は，下側予測限界（LPL: Lower Prediction 

Limit）で示す。これは，定められた温度で，規定時間内に破損を引き起こす予測応力値の下側信頼限界に

なる。 


